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研究成果の概要（和文）：中世の聖徳太子絵伝は、奈良近辺を中心とした聖徳太子所縁の寺院系、浄土真宗系と
いうように図様をいくつかのグループに分けられる。本研究ではそれらを、高精細デジタル撮影し、画像データ
を取得。事蹟場面ごとに各作例を分類しデータベースを作成して、それをもとに図様の比較分類を行った。
これにより、細部の詳細な比較を行うことが可能となり、聖徳太子絵伝の図様の伝播、継承といった展開の様相
のみならず、他の説話画、仏画、絵巻作品なども含めた絵画諸作例との比較検討等に有益な基礎データを整備で
きた。

研究成果の概要（英文）：A Study on Development of images of Illustlated Biography of Prince Shotoku 
in Medival period are divided into some groups,for example, groups of that used in temples that 
related to Prince Shotoku around nara and gorups of that used in Jodo Shinsyu tenples. This study 
makes degital image database of these paingtings and this database enables a delicated comparison of
 images of each paintings. As aresult, Useful data is abled to provide that for dalicated comparison
 between Illustlated Biography of Prince Shotoku and anoter narrative paintings,buddist paintings, 
picture scroll etc. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究に先立ち、東京国立博物館が所蔵す

る旧法隆寺献納宝物で、現存最古の聖徳太子
絵伝の作例である、国宝 聖徳太子絵伝 秦
致貞筆 10 面 平安時代・延久元年（1069）
に関する画像集が高精細デジタル撮影によ
る、各事蹟の拡大画像と解説を収録した調査
概報の刊行が行われていた。現存最古で規模
や作風において最も優れていながら、後世の
修理が多く、絹地も傷み、ケース越しはもち
ろん、かなり近づいての肉眼観察でも図様の
判別の難しかった同作品について、拡大した
画像を見られることと、作品に即した肉眼観
察に基づく詳細な記述の刊行は画期的であ
った。 
 この蓄積が発端となり、他に寄託品も含め
て３件の聖徳太子絵伝を所蔵している東京
国立博物館のならでは研究として、中世の聖
徳太子絵伝のデジタル画像を集積し、データ
ベースを構築し、太子絵伝の図様展開や、中
世説話画、更に仏画全般やまと絵などとの関
連を考えるための基礎資料整備を目指した
ことが背景となっている。そのため、当初は
現存作例を網羅することを前提としていた。 
 
２．研究の目的 
日本における古代中世の大画面説話画の中
でも、比較的早い時期から成立した聖徳太子
絵伝。南都を中心とした聖徳太子ゆかりの寺
院に伝来する系統と祖師の聖徳太子信仰に
基づく浄土真宗寺院に伝来する系統など、制
作・享受する集団の違いで画面構成や画面ご
との図様に特徴がある。そうした聖徳太子絵
伝について、高精細画像によるデータベース
構築と、それをもととした図様展開の一端を
明らかにすることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
聖徳太子の年齢ごとに必ずなんらかの事

蹟が充てられている特徴を利用して、高精細
デジタルカメラで撮影した画像をもとに、各
作例の事蹟ごとに画像を分類。データベース
化して、比較対照を行う。同じ事蹟でも描か
れ方や描く事物の選択、また事蹟そのものの
選択についても、その作品の制作母体や享受
環境と密接に関連しているので、事蹟選択の
傾向や、描き方などについて詳細に検討した。 
絵伝制作の主な典拠となる『聖徳太子伝

暦』についても多くの諸本が存在し、内容に
異同がある。現状では影印本のみしか公刊さ
れていないものも多いので、それらを翻刻し
て、デジタルデータ化し、絵伝の場面内容検
討の参考とできるようにした。 
また、技法や制作にかかわる関連情報とし

て、蛍光 X線分析による、特に白色顔料の分
析や、顕微鏡撮影による絵絹の絹目の撮影等
も行った。 
 
４．研究成果 
大阪・四天王寺 遠江法橋筆６幅本（重要

文化財）、同 狩野山楽筆旧絵堂板絵本（重
要文化財）、東京国立博物館 ３幅本（重要
美術品、川合玉堂氏旧蔵）、東京・根津美術
館本、奈良・大蔵寺本、アメリカ・メトロポ
リタン美術館本、大阪・叡福寺本、滋賀・中
野太子堂本、東京国立博物館寄託の旧観音正
寺本、アメリカ・ボストン美術館本、などの
国内外の主な現存作例のカラー高精細画像
撮影を行い、主要作例の高精細デジタル画像
によるデータベースを整備できた。当初目指
した、現存作例すべてを網羅することはでき
なかったが、これにより各場面の描写内容の
詳細な比較検討が容易になった。 
 近年、個々の作品に関する研究は個別に進
んでいる面もあった。しかし、網羅的に集め、
横断的に場面ごとの比較を行うことは、1969
年の奈良国立博物館刊行の『聖徳太子絵伝』
以来なされていなかった。現在でも、同本の
太子絵伝研究の上での基礎資料としての重
要性は失われていないが、細かく見ていくと
事蹟内容の分類表の項目立てや、各作品の中
の事蹟内容の有無について、不明確なものや
有無の事実の誤認などが見られ、不十分な点
も多々見出された。 
そこで、本研究では、先ず作品の調査ごと

に『聖徳太子絵伝』の事蹟の分類表を手掛か
りにして新たに場面分けを行った。その過程
で従来の事蹟表に挙げられていない場面が
あることや、逆に事蹟表に挙げられていなが
ら実際には作品に描かれていなかったりと
いうことが判明した。それらの結果をもとに、
事蹟分類表の再検討と項目の充実化、作品と
の対応の再検討を行った。 
作品ごとの検討からは、東京国立博物館所

蔵の重要文化財 聖徳太子絵伝（四幅本）に
関して、法隆寺の伽藍の描き方が実際の配置
に基づいていることや、茨城・妙安寺所蔵の
重要文化財 聖徳太子絵伝では、四天王寺の
場面で、ほかの作例にはほとんど描かれてい
ない、亀井と思われるものの描写があり、そ
れが亀井の描かれた例としては現存最古と
考えられること、場各作品の最新の研究成果
も踏まえて、事蹟表との対応を再検討し、よ
り妥当と思われる内容がある場合は新たに
分類した。 
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